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要約 

自立型アクティブラーニングをサポートすることができるツールとして、英作文自己添削

ソフトウェア「作文くん」を開発した。運用開始から約半年が経ち、アンケート調査を実施

した。生徒からは概ね肯定的な評価が得られ、e ラーニングを活用した英作文学習に対して一

定の効果があることが実証された。 
 
キーワード e ラーニング 自立型アクティブラーニング 

 
1. はじめに 
生徒が最初から最後まで主体的に和文英訳に

取り組むには、試行錯誤を繰り返しながら、正解

にたどりつくというプロセスをできるだけ多く経

験し、その中で必要な知識や技能を身につけるこ

とが必要不可欠である。自立型アクティブラーニ

ングをサポートすることができるツールとして、

英作文自己添削ソフトウェア「作文くん」を開発

した。運用から約半年が経ち、作文くんの有効性

と課題を整理することで、今後の英作文指導に役

立てていきたい。 
 
2. 研究目的 
本研究の大きな目的は、生徒にとって、作文く

んを使うことで学習にどのような変化があったの

かに関するアンケート調査を行い、作文くんを用

いた学習の効果を検証し、課題を整理することで

ある。 
 

3. 研究方法 
3.1 実践対象者 
現在、西大和学園高等学校1年の「英語理論・

表現Ⅰ」の授業において、作文くんを使った授業

を始めてから約半年が経った。e-ラーニングツー

ルを本格的に用いた学習は、私にとっても生徒に

とっても全く新しい試みである。高校 1年生は５

クラスあるが、本研究では私が担当している 2ク

ラス（86名）を対象とした。 
 
3.2 実践研究の流れ 
本研究の対象となる期間（2020 年 5 月～2020

年 11月）の「英語理論・表現Ⅰ」の授業では、週

3コマ 50分の授業の中で、毎回 30分程度を英作

文の学習に当てた。主に３コマで１セクションの

ペースで進め、各セクションで扱う英文は「電車

で携帯電話の電源を切る人は少ない。」といった程

度の日本語を英語に直す問題を30題程度扱った。

問題演習は基本問題と応用問題に分け、全員が基

本文を暗唱し、それを応用して基本問題を解ける

ようにすることを授業目標とした。 
授業は基本的に次の流れで進めた。各生徒は自

分のペースで①～⑧の順に学習を進めるが、全体

としては、第１時限を①～②、第２時限を③～⑤、

第３時限を⑥～⑧、のように区切り、できていな

い場合は自宅学習とした。 
 
①〔一斉〕基本文の音読と説明 
②〔個別〕基本文の暗唱→テスト（作文くん） 
③〔個別〕基本問題演習（ノート） 
④〔一斉〕ポイント解説、質問事項を全体で共有 
⑤〔個別〕基本問題演習（作文くん） 
⑥〔一斉〕ポイント解説、答案例を全体で共有 



⑦〔個別〕応用問題演習（ノート） 
⑧〔個別〕応用問題演習（作文くん） 
 
 〔一斉〕は教師が主体となってクラス全体で行

う形態であり、〔個別〕は生徒が主体となって学習

する形態である。問題演習では、先にノートに自

分の答案を書かせた後、作文くんにその答案を入

力して学習を進め、最後に作文くんの添削結果を

見ながら、ノートの答案を自己添削するという形

式で学習を進めるように指導した。 
 
3.3 実践研究のデータ収集及び分析方法 
 12月の定期考査後、GoogleのFormsを使った

アンケート調査を行い、84名からの回答があった。

質問項目は単一選択のものが 7つであった。回答

には 5件法を用いた。また、必要に応じて記述回

答できるようにした。 
 
4. 結果 
 本研究では、単一選択の回答のみを扱う。アン

ケート結果は表 1に示す通りである。作文くんに

対しては概ね肯定的な意見が多かった。特に「作

文くんが自分の学習に役立っている」と回答した

生徒は 8 割を超え、「英作文に取り組む時間が増

えた」と回答した生徒が 7 割であった。ただし、

「自分の答案の見直し方が変わった」や「英作文

の正確さが上がった」と回答した生徒は 5割にと

どまった。 
 
5. 考察 
 自主的に英語を勉強するように仕向けるのは英

語教育の大きな課題の一つであるが、作文くんは

それに大きく貢献できる可能性があることが実証

された。ただし、英作文の見直し方や正確さにつ

いてそれほど改善されていない原因として、習慣

化するのに時間がかかるという面もあるが、指導

として、「作文くんで学習した後、ノートの答案

を自己添削する」という点を徹底できていなかっ

たことも大きいと思われる。 
 
6. おわりに 
 ネットワーク環境の悪さやプログラミングその

ものの性能上、「途中で通信が切断される」、「添削

結果が出るまでの時間が長い」といった指摘が多

かったので、今後改良が必要である。今後もさま

ざまな意見を取り入れながら、よりよいシステム

を構築していきたい。 
 
 
 

 
表1 アンケート結果 

   1 2 3 4 5 
 M SD 否定的 やや 

否定的 中間 やや 
肯定的 肯定的 

Q1 作文くんをどのくらいの頻度で使っていますか。 3.85 0.76 1 
(1.2%) 

1 
(1.2%) 

23 
(27.4%) 

44 
(52.4%) 

15 
(17.9%) 

Q2作文くんを使うことで英作文に取り組む時間は変わり
ましたか。 3.89 0.79 1 

(1.2%) 
1 

(1.2%) 
22 

(26.2%) 
42 

(50.0%) 
18 

(21.4%) 
Q3 作文くんを使ったことで自分の答案の見直し方が変わ

りましたか。 3.52 0.99 3 
(3.6%) 

8 
(9.5%) 

29 
(34.5%) 

30 
(35.7%) 

14 
(16.7%) 

Q4 作文くんを使って英作文の正確さが上がりましたか。 3.45 0.96 2 
(2.4%) 

11 
(13.1%) 

29 
(34.5%) 

31 
(36.9%) 

11 
(13.1%) 

Q5 作文くんはあなたの学習に役に立っていますか。 4.01 0.85 2 
(2.4%) 

2 
(2.4%) 

12 
(14.3%) 

45 
(53.6%) 

23 
(27.4%) 

Q6 どのような点で「役に立たない」・「役に立つ」と思い
ますか。具体的に教えてください。        

Q7 作文くんを使って授業することについてどう思います
か。 3.98 0.95 2 

(2.4%) 
3 

(3.6%) 
18 

(21.4%) 
33 

(39.3%) 
28 

(33.3%) 
Q8 「不満あり」と答えた人は、具体的にどのような点が

不満ですか。具体的に教えてください。        
Q9 作文くんの使い勝手をどのように感じていますか。 3.52 1.04 2 

(2.4%) 
13 

(15.5%) 
24 

(28.6%) 
29 

(34.5%) 
16 

(19.0%) 
Q10 どのような点を改良すればよりよくなると思います

か。意見があれば教えてください。        

n = 84   Q6、Q8、Q10は記述回答



資料 1 作文くん問題選択画面 

 
まず、問題選択のプルダウンから問題を選択す

る。「CONTINUE」を選ぶと、前回終了した問題か

ら再開できる。次に、問題設定の出題数と出題

順（「配列順」・「ランダム」）を選択する。確認

テストとしても使用できる。 

 
資料 2 作文くん問題演習画面 1 

 
答案作成エリアに答案を入力し、添削ボタンを押

すと、添削結果が表示される。添削結果の[word]
〈赤字〉はその語を消す、（2 words）〈青字〉はそ

こに 2語補う（消した語句を含む）という指示で

ある。これではよく分からない場合、上部のヒン

トをクリックすることで、ヒントが表示される。

なお、ヒントは添削ボタンを 1度押さないと表示

されない。また、このヒントで分からない場合、

添削ボタンをもう1度押すことで、補うべき語（句）

が表示される。それでも分からない場合は模範解

答が表示され、レベルに応じた学習ができる。 
 
資料 3 作文くん問題演習画面 2 

 
模範解答通りの答案を作成できると合格となり、

得点と模範解答が表示される。添削ボタンを押し

た回数で答案を 4点満点で得点化する。模範解答

の(a)(b)(c)は推奨される英文で、定期考査でも出

題する。「o」は作文くんでは不正解と判断される

が、許容される解答である。なお、作文くんでは、

次のような形式で模範解答を作成し、それを元に

自動で添削を行っている。模範解答文中の（  ）

内の表現は省略可能であり、［  ］内の表現は直

前の語（句）と交換可能であることを示す。 
Recent^research [A recent study] shows 
(that) those who jog [go jogging] for about 
thirty minutes several [a few] times a 
week will^probably [are very likely to] 
have^a^long^life. [live (for) a long time. / 
live longer than those who do not.] 

 

資料 4 作文くん成績画面 

 



成績画面（全問解答終了時）では、各問題につい

て最初に入力した答案・得点・自分が入力した答

案に最も近い模範解答がセットにして表示され

る。この成績を教科担当にメールで送信すること

もできる（資料 5）。 
 

資料 5 作文くん成績メール 

 
学年・組・番号・名前、セクション、問題数、総

合得点（100点満点換算）、各問題の最初に入力し

た答案・得点・自分が入力した答案に最も近い模

範解答、を成績画面からメールで教科担当に送信

することができる。 
 
資料 6 作文くん問題作成シート 

 
権限を付与された教科担当であれば誰でも、この

問題作成シート（スプレッドシート）で問題を作

成して、作文くんで利用することができる。また、

このシートの加除・訂正はリアルタイムで作文く

んに反映される。 
 
資料 7 作文くん問題管理シート 

 

作成した問題を一括して管理するためのシート。

このシートを複数に分けることで、１つのシステ

ムで複数の学年で、それぞれ独自の問題セットを

作文くんで使用することができる。 
 
資料 8 作文くん問題管理シート 1 

 
各生徒から送られてきた成績メール（資料 5）を

一覧表形式で管理するためのシート。作成はも

ちろん自動化されており、提出状況や得点を一

目で確認することができる。 
 
資料 9 作文くん問題管理シート 2 

 
各問題について、得点順にソートしたものを拡

大して、生徒の答案をチェックすることができ

る。左上の三角のボタンを押すことで、生徒の

答案を 3人分ずつ連続的に表示することができ

る。この画面を直接プロジェクタに投影して授

業で使用することも可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


